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退
職
者
の
会
沖
縄
県
支
部
協
の
平

和
学
習
会
・
辺
野
古
統
一
行
動
が
、
二
〇
二
四
年
七
月
五
～
六
日
に
開

か
れ
、中
央
協
か
ら
森
嶋
会
長（
当

時
）
が
参
加
し
た
。

　

◆
７
月
５
日

　

玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県
知
事
を
表

敬
訪
問

　

森
嶋
会
長
、
沖
縄
県
支
部
協
・

金
城
会
長
が
、
玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄

県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　

森
嶋
会
長
は
、
玉
城
知
事
の
在

日
米
軍
基
地
問
題
の
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
す
と
と

も
に
、「
二
〇
二
四
年
一
二
月
に

発
生
し
た
米
軍
兵
に
よ
る
女
性
暴
行

事
件
は
、
女
性
の
人
権
を
踏
み
に
じ

る
も
の
で
あ
り
、到
底
許
さ
れ
な
い
。

し
か
も
、
沖
縄
県
が
事
件
を
把
握
し

た
の
は
半
年
後
で
あ
り
、
憤
り
を
覚

え
る
」
と
述
べ
た
。

　

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
、「
在
日
米

軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
な
ど
、
情
報

労
連
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
日
頃
か
ら
の

取
り
組
み
に
感
謝
し
て
い
る
。
今
後

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
連
携
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
「
対
馬
丸
事
件
」
生
存
者
＝
照
屋

恒
さ
ん
の
証
言

　

対
馬
丸
記
念
資
料
館
に
移
動
し
、 「

対
馬
丸
事
件
」
生
存
者
で
、
退
職

者
の
会
会
員
・
照
屋
恒
さ
ん
の
証
言

を
聞
い
た
。

　

照
屋
さ
ん
は
、「
一
九
四
五
年
三

月
か
ら
悲
惨
な
沖
縄
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
が
、
対
馬
丸
事
件
の
後
、

一
九
四
四
年
一
〇
月
一
〇
日
に
は
、

南
西
諸
島
一
帯
が
米
軍
に
よ
る
無
差

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合

退
職
者
の
会
企
画

オ
キ
ナ
ワ
か
ら
見
つ
め
る
平
和

　沖縄は、太平洋戦争で凄惨な沖縄戦
を経験し、戦後は、米国の施政下に置
かれ、1972年に、日本に復帰してか
らも、過度の米軍基地負担を強いられ
ている――。ＮＴＴ労組退職者の会
は、2025年が戦後・被爆80年の節目
となることをふまえ、2024年夏から、
沖縄の過去と現在を見つめ、日本全国
の仲間たちに課題提起することを目的
に、沖縄県支部協と連携し現地で取材
を重ねてきた。「オキナワから見つめ
る平和」として報告する。

　

戦
後
、
米
軍
の
施
政
下
に

置
か
れ
た
沖
縄
で
は
、
日
本

へ
の
復
帰
を
果
た
す
た
め
、

本
土
復
帰
闘
争
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
闘
争
の

中
心
を
担
っ
て
き
た
の
が
、

当
時
の
沖
縄
全
逓
で
あ
り
、

退職者の会中央協会長あいさつ

そ
の
う
ち
電
信
電
話
部
門
の

皆
さ
ん
が
、
一
九
七
二
年
の

復
帰
後
に
、
全
電
通
沖
縄
県

支
部
の
仲
間
と
な
り
ま
す
。

　

沖
縄
県
支
部
発
足
後
、
全

電
通
は
、
単
一
組
織
と
し
て

の
信
頼
と
力
を
醸
成
す
る
中

で
、
と
り
わ
け
沖
縄
の
在
日

米
軍
基
地
問
題
に
注
力
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
復
帰
か
ら
五
〇
年

以
上
が
た
っ
た
現
在
で
も
、

在
日
米
軍
に

よ
る
事
件
・

事
故
、
辺
野

古
の
新
基
地

建
設
に
加
え
、「
台
湾
有
事
」

を
理
由
と
し
た
南
西
諸
島
へ

の
自
衛
隊
の
配
備
な
ど
、
沖

縄
県
民
は
常
に
痛
み
と
苦
し

み
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会

は
、
戦
後
・
被
爆
八
〇
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
い
ま
一

度
、
沖
縄
の
現
状
を
直
視
し

全
国
の
仲
間
と
共
有
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
の
思
い

か
ら
、
沖
縄
で
取
材
を
行
な

い
、「
オ
キ
ナ
ワ
か
ら
見
つ

め
る
平
和
」
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会

は
、「
沖
縄
の
平
和
な
く
し

て
、
日
本
、
そ
し
て
世
界
の

平
和
な
し
」
と
の
思
い
を
強

く
胸
に
刻
み
、
平
和
運
動
に

取
り
組
む
決
意
で
す
。

　

最
後
に
、
金
城
会
長
は
じ

め
沖
縄
県
支
部
協
の
皆
さ

ん
、
ま
た
、
取
材
に
協
力
い

た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　対馬丸事件＝1944年８月21日午
後６時35分、学童疎開834人、一
般疎開・引率者827人の計1661人
（船員・船舶歩兵隊員を合わせると
1788人）を乗せ、沖縄・那覇港を
出港した対馬丸が、翌８月22日午
後10時過ぎ、アメリカの潜水艦・
ボーフィン号の魚雷攻撃を受け撃
沈。1484人の尊い命が失われた。

「
対
馬
丸
事
件
」「
辺
野
古
新
基
地
反
対
集
会
」

「対馬丸事件」の生存者・照屋恒さん「対馬丸事件」の生存者・照屋恒さん

中央協会長・川辺優中央協会長・川辺優

左から、森嶋会長、玉城知事、金城会長左から、森嶋会長、玉城知事、金城会長
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「平和のバトン」を未来へ「平和のバトン」を未来へ

の
は
、
沖
縄
だ
け
で
は
な
い
。

　

沖
縄
振
興
策

　

沖
縄
の
在
日
米
軍
基
地
に
雇
用
力

は
な
く
不
経
済
。
嘉
手
納
基
地
や
普

天
間
基
地
が
広
大
な
面
積
を
占
領
し

て
お
り
、
活
動
で
き
る
土
地
が
使
え

な
い
ば
か
り
か
、
人
や
モ
ノ
が
移
動

す
る
道
路
や
モ
ノ
レ
ー
ル
以
外
の
公

共
交
通
機
関
を
作
る
こ
と
も
で
き
な

い
。

　

北
谷
町
の
よ
う
に
、
返
還
さ
れ
た

土
地
が
有
効
活
用
さ
れ
経
済
的
な
効

果
を
も
た
ら
し
た
例
を
参
考
に
政
策

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
沖
縄

を
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
や
自
動
運
転
の
特
区

に
す
る
な
ど
実
現
可
能
な
ア
イ
デ
ア

を
採
用
す
れ
ば
い
い
。

　

那
覇
軍
港
の
浦
添
西
海
岸
へ
の
移

転
問
題

　

浦
添
市
・
港
川
自
治
会
で
、
銘
苅

全
郎
副
会
長
に
、「
那
覇
軍
港
の
浦

添
西
海
岸
へ
の
移
転
問
題
」
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
。

　

那
覇
軍
港
は
、
移
設
条
件
付
き
で

の
全
面
返
還
が
、
一
九
七
四
年
に
日

　
「
日
米
地
位
協
定
」
の
見
直
し

　

石
破
首
相
は
、総
裁
選
の
時
に
は
、

「
日
米
地
位
協
定
」
の
見
直
し
に
つ

い
て
言
及
し
て
お
り
、
沖
縄
県
で
も

あ
る
種
の
期
待
感
は
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
気
配
は
ま
っ
た
く
感
じ

ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
岩
屋
外
務
大

臣
や
中
谷
防
衛
大
臣
の
起
用
を
見
れ

ば
分
か
る
と
お
り
、
よ
り
軍
拡
の
方

向
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
訓
練

も
、日
本
、ア
メ
リ
カ
、韓
国
の
三
ヵ

国
に
拡
大
。
日
英
の
共
同
訓
練
も
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

辺
野
古
新
基
地
建
設

　

新
基
地
建
設
を
巡
る
利
権
の

七
五
％
は
、
沖
縄
で
は
な
く
本
土
に

流
れ
て
い
る
。
そ
の
約
五
〇
％
が
ゼ

ネ
コ
ン
だ
。
同
じ
税
金
を
投
じ
る
に

し
て
も
、
沖
縄
の
立
地
を
生
か
し
、

例
え
ば
、
新
し
い
海
運
政
策
に
つ
な

が
る
よ
う
な
事
業
に
使
え
ば
い
い
。

　

ま
た
、
米
軍
は
、
普
天
間
で
十
分

だ
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
が
資

金
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
、
黙
っ
て

い
る
だ
け
。
そ
も
そ
も
ド
ロ
ー
ン
で

戦
争
す
る
時
代
に
、
戦
闘
機
の
離
発

着
を
想
定
し
た
大
き
な
基
地
は
必
要

な
い
と
語
る
米
軍
関
係
者
も
い
る
。

　

八
重
山
諸
島
へ
の
自
衛
隊
の
配
備

　

石
垣
島
や
宮
古
島
、
与
那
国
島
な

ど
で
は
、新
し
い
公
共
事
業
と
し
て
、

す
で
に
基
地
や
弾
薬
庫
な
ど
の
整
備

が
終
了
し
て
い
る
。
沖
縄
で
は
、
戦

争
を
想
定
し
た
住
民
の
避
難
訓
練
が

行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
九
州

に
も
拡
大
し
て
い
く
。
戦
場
と
な
る

別
攻
撃
に
遭
っ
た
（
10
・
10
空
襲
」）。

敗
戦
が
濃
厚
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
軍
は
戦
争
を
続
け
た
。
争

い
で
は
何
も
解
決
し
な
い
。
ガ
ザ
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
、
軍
拡
を
進
め

る
日
本
政
府
の
姿
勢
を
見
る
た
び

に
、
な
ぜ
話
し
合
い
で
解
決
し
な
い

の
か
と
強
く
感
じ
る
。
私
が
学
ん
だ

こ
と
を
、
次
代
を
担
う
皆
さ
ん
に
伝

え
平
和
な
世
界
の
実
現
に
役
立
て
て

も
ら
い
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
「
平
和
学
習
会
」

　

沖
縄
国
際
大
学
・
前
泊
博
盛
教
授

を
講
師
に
招
き
、
沖
縄
県
政
の
現
状

と
在
日
米
軍
・
自
衛
隊
の
動
き
等
を

テ
ー
マ
に
し
た
平
和
学
習
会
が
開
か

れ
た
。前
泊
教
授
は
、「
日
本
政
府
は
、

愚
か
な
軍
事
安
保
政
策
に
陥
っ
て
い

る
が
、
必
要
な
の
は
経
済
安
保
の
視

点
。
こ
の
こ
と
を
伝
え
る
、
フ
ァ
ク

ト
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
が
必
要
だ
。
労
働
組
合

に
、
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

　

◆
７
月
６
日

　
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
行
動
」

　

オ
ー
ル
沖
縄
「
辺
野
古
新
基
地
建

　

退
職
者
の
会
中
央
協
・
川
辺
会
長

が
、
二
月
四
～
五
日
、
宜
野
湾
市
・

那
覇
市
を
訪
れ
、
在
日
米
軍
基
地
問

題
（
①
日
米
地
位
協
定
②
那
覇
軍
港

の
浦
添
西
海
岸
へ
の
移
転
③
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
問
題
）
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

　
◆
２
月
４
日

　

石
破
政
権
の
安
全
保
障
政
策

　

二
〇
二
四
年
七
月
に
講
演
し
て
い

た
だ
い
た
、
沖
縄
国
際
大
学
・
前
泊

教
授
を
訪
ね
、
次
の
各
点
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
。

設
反
対
行
動
」
が
、
辺
野
古
・
キ
ャ

ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
開
か

れ
、
市
民
団
体
な
ど
約
一
二
〇
〇

人
が
参
加
し
た
（
沖
縄
県
支
部
協

か
ら
三
八
人
）。
こ
の
行
動
は
、

二
〇
一
四
年
七
月
七
日
に
、
キ
ャ
ン

「
日
米
地
位
協
定
」「
那
覇
軍
港
移
転
」「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
」

プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
座
り
込
み

を
始
め
て
一
〇
年
と
な
る
こ
と
を
ふ

ま
え
開
か
れ
た
も
の
。
参
加
者
は
、

一
〇
年
が
経
過
し
て
も
な
お
悪
化
す

る
辺
野
古
の
状
況
を
訴
え
、
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し
た
。

　

行
動
後
、
森
嶋
会
長
は
、
支
部
協

参
加
者
に
「
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に

強
い
敬
意
を
表
し
た
い
。
中
央
協
と

し
て
も
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

辺野古・キャンプシュワブ前で抗議辺野古・キャンプシュワブ前で抗議

沖縄国際大学の目の前に普天間基地が沖縄国際大学の目の前に普天間基地が

地位協定などの問題点を指摘する前泊教授地位協定などの問題点を指摘する前泊教授
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を
あ
げ
て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

　

◆
２
月
５
日

　
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
」

　

宜
野
湾
ち
ゅ
ら
水
会
の
照
屋
正
史

事
務
局
長
に
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
別
掲
）

問
題
の
現
状
と
同
会
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

ち
ゅ
ら
水
会
の
町
田
直
美
会
長
や

仲
宗
根
ユ
ミ
さ
ん
（
北
谷
町
議
）
ら

は
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
、
国
連
・

女
性
差
別
撤
廃
委
員
会「
日
本
審
査
」

に
出
席
。「
日
本
審
査
」
を
前
に
ロ

ビ
ー
活
動
に
臨
み
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

が
、
女
性
や
子
供
の
健
康
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、
人
権
を
侵
害
し
て
い
る

と
訴
え
た
。
彼
女
た
ち
の
行
動
が
奏

功
し
、
子
供
三
人
の
母
親
・
仲
宗
根

さ
ん
が
ス
ピ
ー
チ
の
機
会
を
与
え
ら

れ
、
思
い
の
丈
を
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会

は
、
日
本
政
府
に
対
し
、
日
本
が
、

米
で
合
意
さ
れ
た
。
一
九
九
六
年
の

日
米
合
同
委
員
会
で
は
、
那
覇
軍
港

の
浦
添
市
へ
の
移
設
に
合
意
。
沖
合

に
、
約
四
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
Ｔ
字
型

の
埋
め
立
て
地
を
作
り
、
事
務
所
や

倉
庫
な
ど
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
代
替
施
設
の
向
か
い
側
、

国
道
五
八
号
線
と
キ
ャ
ン
プ
・
キ
ン

ザ
ー
を
挟
ん
だ
場
所
に
、
九
州
総
支

部
沖
縄
分
会
が
入
居
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
城

間
ビ
ル
が
あ
る
。

　

銘
苅
副
会
長
は
、「
港
川
自
治
会

は
、独
自
の『
平
和
宣
言
』を
採
択
し
、

海
を
守
る
た
め
、
埋
め
立
て
さ
せ
な

い
、
軍
港
を
造
ら
せ
な
い
運
動
を
、

約
二
〇
年
間
続
け
て
い
る
が
、
軍
事

基
地
の
強
化
を
懸
念
し
て
い
る
。
ま

た
、
埋
め
立
て
で
潮
流
が
変
化
し
、

藻
場
・
干
潟
の
減
少
や
珊
瑚
礁
の
死

滅
が
確
実
視
さ
れ
、
原
状
回
復
は
困

難
と
な
る
。
市
民
の
権
利
と
し
て
声

ち
入
り
調
査
や
血
中
濃
度
検
査
・
疫

学
調
査
の
実
施
、
妊
婦
健
康
診
査
に

血
中
濃
度
調
査
を
追
加
す
る
こ
と
な

ど
を
求
め
た
。

　

照
屋
さ
ん
は
、「
日
本
と
同
じ
よ

う
に
米
軍
が
駐
留
す
る
ド
イ
ツ
に

も
、
米
軍
と
の
地
位
協
定
は
存
在
す

る
が
、
国
内
法
が
優
先
さ
れ
る
。
し

か
し
、
日
本
で
は
、
日
米
地
位
協
定

が
障
壁
と
な
り
、
米
軍
は
、
基
地
内

で
の
立
ち
入
り
調
査
さ
え
も
拒
み
続

け
て
い
る
。
日
米
地
位
協
定
の
見
直

し
が
急
務
だ
」
と
訴
え
た
。

「
南
西
諸
島
へ
の
自
衛
隊
配
備
問
題
」

　

退
職
者
の
会
中
央
協
・
川
辺
会
長

と
森
嶋
顧
問
が
、
二
月
一
九
～
二
〇

日
に
、
沖
縄
・
石
垣
島
を
訪
れ
、「
自

衛
隊
駐
屯
地
に
反
対
す
る
市
民
に
話

を
聞
く
と
と
も
に
、
石
垣
在
住
の
退

　ＰＦＡＳ＝耐熱性・揮発性・防水
性に優れた有機フッ素化合物。原子
爆弾内部のコーティングにも使用さ
れた。自然界で分解されることが、
ほとんどなく、発がん性などが指摘
されている。焦げ付き防止加工のフ
ライパン、ハンバーガーの包み紙、
撥
はっ

水
すい

スプレーなど、生活用品に使用
されてきた。現在は、製造が禁止さ
れている。
　近年、沖縄・普天間や横田など在
日米軍基地周辺では、米軍の泡消火
剤に使われているＰＦＡＳによる土
壌や飲み水の汚染、健康被害が問題
となっている。
　沖縄県などの自治体は、基地内へ
の立ち入り調査を求めているが、米
軍は、「日米地位協定」を理由に、
応じる姿勢を見せていない。

実
施
し
て
い
る
水
質
検
査
に
つ
い
て

報
告
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。

　

ち
ゅ
ら
水
会
は
、
二
〇
二
五
年
二

月
、
環
境
省
な
ど
六
省
庁
と
各
政
党

に
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
の
解
決
を
求
め

る
要
請
書
を
提
出
。
基
地
内
へ
の
立

職
者
の
会
幹
事
の
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
し
た
。

　
◆
２
月
１
９
日

　

南
西
諸
島
へ
の
自
衛
隊
配
備

　
「
防
衛
大
綱
」
が
、
二
〇
一
〇
年
、

「
南
西
シ
フ
ト
」」
を
打
ち
出
し
た
。

そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
九
月
に
、
日

本
政
府
が
、
尖
閣
諸
島
の
国
有
化
を

宣
言
。
一
二
月
に
は
、
中
国
機
が
初

め
て
尖
閣
付
近
で
日
本
領
空
を
侵

犯
。
二
〇
一
六
年
三
月
に
、
陸
上
自

衛
隊
与
那
国
駐
屯
地
が
開
設
さ
れ
る

と
、
南
西
諸
島
へ
の
自
衛
隊
の
配
備

が
加
速
。
二
〇
二
三
年
に
は
、
石
垣

島
に
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
が
開
設
さ

れ
た
（
巻
末
＝
表
）。

　

基
地
誘
致
反
対
派
・
金
城
哲
浩
さ

ん
　

沖
縄
県
支
部
協
・
金
城
会
長
ら
と

石
垣
市
の
嵩
田
地
区
で
フ
ル
ー
ツ
農

場
を
営
む
金
城
哲
浩
さ
ん
を
訪
ね

た
。陸
上
自
衛
隊
石
垣
島
駐
屯
地
は
、

金
城
さ
ん
の
自
宅
か
ら
す
ぐ
の
場
所

那覇軍港の移転が予定される浦添西海岸那覇軍港の移転が予定される浦添西海岸

宜野湾市のわき水・喜友名泉は取水が禁止宜野湾市のわき水・喜友名泉は取水が禁止

バンナ岳から自衛隊基地（白い部分）を望むバンナ岳から自衛隊基地（白い部分）を望む

金城哲浩さん（前列左端）と共に金城哲浩さん（前列左端）と共に
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「平和のバトン」を未来へ「平和のバトン」を未来へ

に
あ
る
。

　
「
二
〇
一
六
年
頃
、
駐
屯
地
の
候

補
地
と
し
て
七
ヵ
所
が
挙
げ
ら
れ

た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
嵩
田
地

区
。
黙
っ
て
い
た
ら
、
大
変
な
こ
と

に
な
る
」
と
、
金
城
さ
ん
は
、
嵩
田
、

そ
し
て
隣
接
す
る
開
南
、
於
茂
登
公

民
館
（
地
域
の
自
治
組
織
）
と
共
に

断
固
反
対
の
声
を
挙
げ
た
。し
か
し
、

石
垣
島
駐
屯
地
は
、
二
〇
二
三
年
に

開
設
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
し
か
も
、
防
衛
省
も
石
垣
市
も
、

ミ
サ
イ
ル
は
配
備
さ
れ
な
い
と
言
っ

て
い
た
が
、
配
備
さ
れ
島
が
要
塞
化

し
て
い
く
。『
台
湾
有
事
』
を
盾
に
、

住
民
を
洗
脳
し
て
戦
前
の
よ
う
な
雰

囲
気
に
持
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
。
沖
縄
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
国

の
皆
さ
ん
に
危
機
感
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
金
城
さ
ん
は
訴
え
た
。

　

日
本
政
府
は
、
二
〇
二
五
年
三
月

末
、「
台
湾
有
事
」
の
際
に
、
与
那

国
島
・
石
垣
島
・
宮
古
島
な
ど
五
市

町
村
の
住
民
一
二
万
人
を
、
六
日
間

で
、
九
州
な
ど
に
避
難
さ
せ
る
初
期

計
画
を
公
表
し
た
。
石
垣
島
で
は
、

戦
争
の
足
音
が
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

も
っ
て
忍
び
寄
っ
て
き
て
い
る
。

　

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
オ
バ
ー

た
ち
の
会
会
長
・
山
里
節
子
さ
ん

　

石
垣
島
の
自
衛
隊
配
備
に
反
対

し
、
仲
間
と
共
に
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

島
を
海
か
ら
攻
め
る
場
合
、
ど
こ

か
ら
攻
め
れ
ば
い
い
か
が
分
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に

も
、
建
設
用
地
や
建
設
資
材
置
き

場
な
ど
も
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。

　

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
争

が
終
わ
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
次

の
戦
争
に
備
え
て
、
調
査
を
開
始

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
本

島
で
は
、
そ
う
い
っ
た
調
査
が
、

一
九
四
五
年
八
月
一
六
日
に
は
始

め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
え
る
資
料
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の

第
一
ペ
ー
ジ
に
は
、「
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｗ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｒ　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｙ
（
敵
を

知
れ
）」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

地
質
調
査
に
関
わ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
「
贖
し
ょ
く

罪ざ
い

意
識
」
が
あ
る
。
一
方
で
、
こ
の

経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
説
得

力
の
あ
る
説
明
が
で
き
る
の
か
と

も
思
っ
て
い
る
。

　
自
衛
隊
配
備
に
反
対
し
二
〇
一
六

年
に
「
オ
バ
ー
た
ち
の
会
」
結
成

　

二
〇
一
六
年
に
、
防
衛
省
が
、

石
垣
島
に
自
衛
隊
を
持
ち
込
ん
で

く
る
と
聞
い
た
。

　
「
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の

か
」
と
、
オ
バ
ー
た
ち
で
話
し
合

い
、「
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

オ
バ
ー
た
ち
の
会
」を
立
ち
上
げ
、

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
。
そ

れ
以
来
、
毎
週
日
曜
日
に
、
抗
議

や
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
の
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
。今
は
、

一
五
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
行
動

し
て
い
る
。
大
き
な
市
民
団
体
の

行
動
が
あ
る
と
き
に
は
、
そ
ち
ら

に
も
合
流
し
て
い
る
。

　

三
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、「
作
ら

せ
な
い
ぞ
」
と
気
炎
を
上
げ
て
き

た
が
、
残
念
な
が
ら
自
衛
隊
基
地

が
作
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

私
た
ち
オ
バ
ー
は
、「
今
度
は
、

撤
去
に
向
け
て
が
ん
ば
ろ
う
よ
」

と
、
あ
き
ら
め
ず
に
ア
ピ
ー
ル
行

動
を
続
け
て
い
る
。

　

二
度
と
こ
の
島
に
戦
争
を
持
ち

込
ま
れ
た
ら
た
ま
ら
な
い

　

こ
の
島
が
、
太
平
洋
戦
争
の
と

き
に
、
ど
の
よ
う
に
痛
め
つ
け
ら

れ
た
の
か
。
経
験
し
た
者
の
一
人

と
し
て
、
二
度
と
、
こ
の
島
に
戦

争
を
持
ち
込
ん
で
も
ら
っ
て
は
た

ま
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
、
基
地

建
設
反
対
、
戦
争
反
対
の
運
動
に

関
わ
っ
て
い
る
。

　

石
垣
島
や
宮
古
島
は
、
ア
メ
リ

カ
の
戦
略
上
、
南
西
諸
島
と
う
た

わ
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
去
年
の
暮
れ
に
、

米
軍
は
、
南
西
諸
島
の
う
ち
、
与

那
国
島
、
石
垣
島
、
宮
古
島
に
つ

い
て
、「
先
島
諸
島
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
三
島
は
、
す

で
に
基
地
の
あ
る
島
、
建
設
予
定

の
あ
る
島
だ
。

　

台
湾
の
人
が
知
ら
な
い
「
台
湾

有
事
」

　

ア
メ
リ
カ
は
、
二
〇
二
七
年
頃

に「
台
湾
有
事
」を
想
定
し
て
い
る

そ
う
だ
。「
先
島
諸
島
の
人
に
は

気
の
毒
」だ
け
ど
、戦
争
の
最
前
線

に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
の
報
道
も

あ
る
。

　

私
た
ち
は
、「
台
湾
有
事
」
は

現
実
的
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
報
道
の
と
お
り
な
ら
ば
、
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

不
安
も
よ
ぎ
る
。

　

一
方
で
、
台
湾
か
ら
の
お
客
さ

ん
に
、「
台
湾
有
事
」
に
つ
い
て

聞
く
こ
と
が
あ
る
が
、
皆
さ
ん

は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
と
い
う
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池
上
彰
さ
ん

も
、
台
湾
の
人
は
、
七
割
以
上
が

戦
争
に
反
対
だ
と
い
う
。
ア
メ
リ

カ
の
戦
略
に
、
日
本
だ
け
が
追
随

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
皆
さ

ん
も
共
に
考
え
て
ほ
し
い
。

　

終
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
は
次
の
戦
争

に
備
え
石
垣
島
の
地
質
調
査

　

私
は
、
一
九
三
七
年
に
、
こ
の

島
で
生
ま
れ
た
。
戦
争
で
家
族
四

人
を
失
っ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
、

一
九
五
五
～
一
九
五
六
年
に
、
ア
メ

リ
カ
に
よ
る
石
垣
島
の
軍
事
地
質
調

査
団
の
通
訳
を
務
め
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
島
の
地
形
を
調
べ

て
地
図
化
。
そ
の
地
図
は
、
戦
争
中

に
空
輸
物
資
を
落
下
さ
せ
る
場
所
を

識
別
し
た
り
、
島
の
周
囲
に
は
崖
や

砂
浜
を
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
石
垣山里節子さん（前列右から２番目）を囲んで山里節子さん（前列右から２番目）を囲んで

いのちと暮らしを守るオバーたちの会会長・山里節子さんの話
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を
続
け
て
い
る
「
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
る
オ
バ
ー
た
ち
の
会
」
会
長
の

リ
ア
」
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　
「
戦
争
マ
ラ
リ
ア
」
と
は
、
戦
時

中
の
八
重
山
諸
島
で
、
住
民
が
、
日

本
軍
に
よ
っ
て
、
マ
ラ
リ
ア
原
虫

を
媒
介
す
る
ハ
マ
ダ
ラ
カ
が
多
く

生
息
す
る
山
間
部
に
追
い
や
ら
れ
、

マ
ラ
リ
ア
感
染
が
広
が
っ
た
た
め
、

三
六
四
七
人
が
命
を
落
と
し
た
事
件

で
あ
る
。

　

山
里
節
子
さ
ん
も
、
先
の
戦
争
で

祖
父
と
母
を
「
戦
争
マ
ラ
リ
ア
」
で
、

亡
く
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
兄
を
乗

せ
て
い
た
船
が
撃
沈
、
妹
は
栄
養
失

山
里
節
子
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　

山
里
さ
ん
は
、「
こ
の
島
が
、
太

平
洋
戦
争
の
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に

痛
め
つ
け
ら
れ
た
の
か
。
経
験
し
た

者
の
一
人
と
し
て
、
二
度
と
、
こ
の

島
に
戦
争
を
持
ち
込
ん
で
も
ら
っ
て

は
た
ま
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
、
基

地
建
設
反
対
、
戦
争
反
対
の
運
動
に

関
わ
っ
て
い
る
」
と
語
っ
て
く
れ
た

（
要
旨
＝
前
ペ
ー
ジ
別
掲
）。

　

戦
争
マ
ラ
リ
ア　

　

石
垣
島
に
は
、
戦
時
中
の
忌
ま
わ

し
い
出
来
事
と
し
て
、「
戦
争
マ
ラ

調
で
防
空
壕
で
息
絶
え
、
家
族
四
人

を
失
っ
て
い
る
。

　
「
電
信
屋
」　

　

取
材
の
最
後
に
訪
れ
た
、
海
底
電

線
陸
揚
室
（
通
称
、
電
信
屋
）
は
、

日
清
戦
争
後
に
、
日
本
の
領
土
と

な
っ
た
台
湾
の
監
視
と
、
植
民
地
政

策
を
進
め
る
目
的
で
、
一
八
九
七
年

に
陸
軍
省
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。

南
西
諸
島
に
お
け
る
電
信
施
設
の
始

ま
り
の
地
で
あ
っ
た
が
、
太
平
洋
戦

争
で
破
壊
さ
れ
た
。
ひ
と
た
び
戦
争

と
な
れ
ば
、
通
信
施
設
は
攻
撃
の
対

象
に
な
り
得
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め

て
実
感
し
た
。

八重山戦争マラリラ犠牲者慰霊之碑八重山戦争マラリラ犠牲者慰霊之碑

1967年９月　復帰後の沖縄防衛について、日米で検討開始
1969年11月　屋良朝苗琉球政府主席が「自衛隊配備反対」
1970年８月　沖縄県祖国復帰協「自衛隊進出を阻止」方針
1972年４月　返還後の沖縄に、自衛隊配備が決定
10月　那覇に、陸上自衛隊駐屯地・航空自衛隊基地が開設
／「自衛隊強化反対」で、県民大会
12月　海上自衛隊臨時沖縄航空隊が、領海侵犯措置を開始
1973年５月　米軍ミサイルサイトなどを引き継ぐ、勝連分
屯地開設
2007年５月　掃海母艦ぶんごを辺野古に派遣
６月　与那国島租納港に、米掃海艇入港。在沖縄総領事ケビ
ン・メア、「有事の拠点になる」
2008年１月　「与那国防衛協会」発足。自衛隊誘致活動が本
格化
2010年２月　米議会で、エア・シー・バトル構想
12月　「防衛大綱」が「南西シフト」打ち出す
2011年９月　与那国島に、陸自沿岸監視部隊の配備を決定
2012年９月　与那国島で、住民投票条例が否決／日本政府
が、尖閣諸島を国有化
2014年４月　与那国島で、陸自駐屯地着工
2015年２月　与那国住民投票で、陸自配備に賛成多数（賛	
成632、反対445）
５月　奄美大島・沖縄本島・宮古島・石垣島に、陸自ミサイ
ル配備計画発表
2016年３月　与那国島に、陸自駐屯地が開設／『安保関連法』
施行。集団的自衛権の行使が可能に
2018年12月　辺野古への土砂投入を開始
2019年２月　沖縄県民投票で、辺野古埋め立てに、７割以
上が反対／米軍が、ＥＡＢＯ（遠征前方基地作成）を正式に
発表
３月　奄美大島・宮古島に、陸自駐屯地開設
2021年	 ６月　『重要土地規制法』が成立
８月　うるま市勝連分屯地に、地対艦ミサイル連隊本部との
報道
11月　宮古島・保良の弾薬庫にミサイル搬入
2022年	 11月　日米共同統合演習「キーン・ソード23」で、
民間港である中城湾港を使用。与那国島に16式機動戦闘車。
県内で初めて走行／与那国島で、ミサイル避難訓練
12月　「安保３文書」を決定。軍拡路線・敵基地攻撃能力保
有を明記。南西諸島が、戦略拠点・最前線になることが明確
化
2023年１月　那覇市でミサイル避難訓練／馬毛島の自衛隊
基地着工
２月　離島防衛を想定した自衛隊と米軍の共同訓練が、日本
で初実施
３月　石垣島で、陸自駐屯地が開設。ミサイル搬入
４月　与那国島・石垣島・宮古島に、北朝鮮衛星発射に備え
ＰＡＣ３展開。以降、常駐状態
９月　石垣島に、米軍掃海艇が寄港。石垣空港に、オスプレ
イが緊急着陸
10月　石垣島の民間空港で、陸自のオスプレイが訓練
2024年３月　与那国島に、陸自電子部隊を配備

表　沖縄における自衛隊配備表　沖縄における自衛隊配備のの経過経過


